
Ⅲ 教育計画 

太良町立多良小学校 令和８年度 学校経営グランドデザイン 
１ 基本方針 
  教育のすべてを学びの場と捉え、様々な場面で自分の今できる力を発揮しながら成長
できる児童の育成を目指す。 

 
２ 校訓 みつめあい 学びあい みがきあい  
 
３ 学校教育目標 

大人も子どもも、目指すは“とことん学び続け、とことん学び合う人” 
～本気・根気・勇気 で骨太の土台作り～ 

 
４ めざす姿 

 
 

 
 
 
 
 
 か し こ く （知）  や さ し く （徳） た く ま し く （体） 

め
ざ
す
子
ど
も
像 

・めあてをもって根気強く学

び、自分の思いや考えを表現で

きる子 

・他者と協働する中で学びを深

められる子 

・進んで読書をする子 

・自分や友達の良さを知り、お

互いを大切にする子 

・夢や希望をもち、実現に向け

て本気で取り組もうとする子 

・ふるさとを大切に思う子 

・元気なあいさつができる子 

・健康な体を意識し、とことん

がんばる子 

・新しいことや苦手なことにも

勇気をもってチャレンジする子 

 

主
な
教
育
活
動 

・めあて－活動－振り返りの継

続的な実践（振り返りを重点に） 

・表現する場の設定 

 （発表会やコンテスト等） 

・自学の奨励 

・タブレット PC の効果的な活用 

・人権教育や道徳授業の充実。 

・“生きる教育”の実践 

・いじめの早期発見・早期対応 

・子どもの良さの可視化 

・キャリア教育の充実 

・特別支援教育の充実と啓発 

・運動会 

・縄跳びチャレンジ 

・マラソンチャレンジ 

・食育指導 

・子ども主体の特別活動の実践 

・創立 150 周年行事 

め
ざ
す
教
職
員
像 

・明るい笑顔にあふれ、愛情をもって子どもを育てる教職員。 

・個別最適な学びと協働的な学びの一体的充実を図る教職員。 

・子どもの状況に応じて、相談や的確なアドバイスをして子どもに寄り添うことができる教職員。 

・向上心を持って切磋琢磨し、仲間と協働できる教職員。（チーム多良小を意識） 

・教職員としての職責を自覚し、服務規律を守ることができる教職員。 

取
組
の
重
点 

・人権教育を意識した教育活動の充実および“生きる教育”の実践 

・学習や様々な活動においてめあて ⇒ 活動 ⇒ 振り返り を取り入れながら、自分自身で自分の

活動を振り返り、高められる力を付ける。 

・「出番」をつくり、「役割」をもらせ、その過程や結果を「承認」「称賛・賞賛」し、自己肯定感や自己

有用感を高める。 

・創立１５０周年を意識した活動に取り組む。 

め ざ す 学 校 像 
・大人も子どもも仲間と協力し、切磋琢磨しながら目標

に向かってとことん頑張るエネルギーにあふれる学校 

・安心・安全な学校 

・家庭や地域と連携し、協働する学校 

本気・根気・勇気でとことんがんばる子ども 



      

 重点目標 重点取組の内容 

 

 

 

 

 

 

目

指

す

子

ど

も

像

の

確

か

な

実

現 

 

 

 

 

 

 

骨太の土台作り 〇多良小学校教育のベースを整える 
 ・教育活動のすべてを、児童にとっての学びの機会と捉え、児童の活動保障

と“成長”“伸び”“変容”を実感させる手立ての確立を図る 
 ・教師の資質向上（計画力、個別指導・支援力、協働力） 
 ・家庭・地域・関係諸機関との連携強化 

学力の向上 

（かしこく） 

 

 

 

 

〇学習意欲を高め、“学びの習慣”を身に付ける 

 ・自分の“成長”“伸び”“変容”を意識して、問題・課題に臨む。 

〇言語理解力、言語表現力、言語感覚の向上 
 ・国語科中心としてすべての教科・領域で言語を意識し、自分の思いや考え 

を発言する場を多くする。 
 ・読書の取組の充実 
 ・川柳創作、新聞活用、朗読・アナウンス等様々なチャレンジ機会の活用。 
・外国語の授業（外国語科、外国語活動）の充実 

〇教職員の授業力の向上 

・学力向上対策シートを活用（計画・実践・評価） 
・「授業づくりのステップ 123」の活用 

心の教育 

（やさしく） 

※人権教育 

 

 

〇児童が、自他の生命を尊重する心、他者への思いやりや社会性、倫理観

や正義感、感動する心など、豊かな心を身に付ける教育活動 

 ・人権集会等の取組の充実と過去の研究成果を生かした道徳科の授業実践 

〇いじめの早期発見、早期対応体制の充実 

 ・いじめの早期発見・早期解決のためのマニュアル点検、「心のアンケー

ト」の実施、実効性のある職員研修会の実施、相手意識を育てる 

〇児童が夢や目標を意識し、その実現に向けて自ら考えて取り組もうとす

るための教育活動 

 ・キャリア教育の充実 

〇児童自身が、自分の良さや可能性を認識し、自己肯定感・有用感を育む

教育活動 

 ・自分の良さを振り返る活動を取り入れる。出番・役割・承認・称賛 

健康・体つくり 

（たくましく） 

 

〇体育授業の充実（体） 

〇給食を軸にした食育の取組（食） 

〇児童の心身の成長を促す体育的行事の実施（体） 
 ・運動会、なわとびチャレンジ、マラソンチャレンジ等 

 

特別支援教育の充実 

〇教員の特別支援教育に対する専門性と意識の向上 
 ・個別支援、個別指導を必要とする児童の見極めと具体的方策 

〇特別支援学級を中心とした特別支援教育の充実 
 ・障害特性からくる困難さに対応するための自立活動の充実と、学習課題に

対する個別指導の充実による学習効果の向上 

 

特別活動の充実 

 

 

〇各学級における学級活動（話し合い活動→実践・体験活動）の充実 
 ・学級会等で使用するグッズなどを全学級で統一し、共通実践と情報交換に

より充実した活動につなげる 

〇委員会活動の活性化 
 ・「振り返りカード」を用いた自己評価の充実と、児童のがんばりに対する

正のフィードバックの可視化（お礼メッセージ等）  

働きやすい職場環境

づくり 

 

〇人間関係の質や質の更なる向上 
〇目指す方向性や必要な情報の見える化・共有化 
〇業務効率化の推進と適正な勤務時間の管理 
〇業務の質の維持・向上 
〇職場における危機管理意識の向上 

情報公開 

 

 

〇学校のよさや取組の発信 

・学校ホームページに適時な学校情報の発信。「学校だより」「学級だより」

による学校の取組・児童のがんばり・成長などの情報発信。 


